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一般質問

答
弁
に
都
合
の
良
い
数
字
を 

使
っ
て
い
な
い
か

森
上
森
上　

平
成
30
年
12
月
議
会
の
政
策

監
の
答
弁
で
は
、（
＊
）
社
人
研
の
推
定

で
は
高
梁
市
の
人
口
は
２
０
４
０
年

に
は
約
２
万
人
だ
が
、
市
の
推
計
は

２
万
５
０
０
０
人
と
い
う
回
答
だ
っ

た
。
そ
れ
が
８
月
に
あ
っ
た
全
員
協
議

会
の
水
道
料
金
の
算
定
の
と
き
に
は
そ

の
２
万
人
の
数
字
を
使
っ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
こ
と
は
市
民
の
信
頼
を
損
な

う
の
で
は
な
い
か
。

政
策
監

政
策
監　

水
道
の
料
金
の
試
算
は
、
平

成
30
年
の
12
月
以
降
に
検
討
し
、
人
口

を
設
定
し
た
。

森
上
森
上　

答
弁
に
都
合
の
よ
い
数
字
を
使

う
べ
き
で
は
な
い
。

所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て

森
上
森
上　

所
有
者
不
明
不
動
産
の
存
在

は
、
地
域
開
発
な
ど
の
妨
げ
に
な
る
も

の
だ
が
、
市
は
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長

産
業
経
済
部
長　

全
て
の
相
続
人
の
把

握
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
国
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
い
く
べ
き
。

市
も
国
と
一
丸
と
な
っ
て
問
題
解
決
に

当
た
る
。

森
上
森
上　

法
制
度
の
問
題
が
根
本
に
あ

る
。
所
有
者
不
明
土
地
の
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
努
力
を
し
つ
つ
、
今
後
も
重
要

な
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

市が策定する計画によっ
て根拠となる想定人口
が異なるのはなぜか

答弁：

将来の水道料金は、
社人研 (※) 推計を使っ
ている。市の人口ビ
ジョンは独自の計算
で推計し
ている。

・高梁市の将来図について
・平成 30 年７月豪雨災害へ 
　の対応状況について

豪
雨
災
害
か
ら
何
を
学
ぶ
か

石
部
石
部　

市
は
「
被
災
者
の
生
活
再
建
」

と
言
う
が
、
罹
災
証
明
や
支
援
制
度
の

相
談
・
受
領
者
し
か
記
録
で
き
て
お
ら

ず
不
十
分
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
埋
も

れ
た
被
災
状
況
な
ど
を
発
掘
す
る
た
め

に
も
記
録
誌
の
発
行
を
望
む
。

副
市
長

副
市
長　

相
談
に
来
ら
れ
た
方
の
情
報

は
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
把
握

し
て
い
な
い
。

政
策
監

政
策
監　

記
録
誌
の
発
行
は
行
う
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

石
部
石
部　

こ
の
制
度
導
入
に
よ
り
現
在
市

役
所
に
勤
務
の
約
１
８
０
人
の
フ
ル
タ

イ
ム
非
正
規
職
員
の
方
が
時
短
に
よ
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
に
移
行
す
る
。「
同

一
労
働
、
同
一
賃
金
」
が
国
の
方
針
だ

が
、
高
梁
市
の
一
律
の
移
行
は
こ
の
精

神
に
背
き
、
働
く
方
の
不
利
益
に
な
る
。

ま
た
職
場
で
も
時
短
に
よ
り
市
民
対
応

に
問
題
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

総
務
部
長　

職
場
対
応
に
つ
い
て
は
聞

き
取
り
も
行
い
整
理
し
た
。
ま
た
臨
時

職
員
は
補
助
で
あ
り
、
正
規
職
員
が
責

任
を
持
っ
て
行
う
。

幼
保
無
償
化
で
負
担
増
が
発
生

石
部
石
部　

高
梁
市
で
は
国
の
「
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
」
に
よ
り
負
担
が
増
え

た
家
庭
が
あ
る
。
他
の
自
治
体
で
は
市

が
負
担
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
高

梁
市
で
の
年
間
負
担
額
は
た
か
だ
か

31
万
円
な
の
で
市
で
負
担
で
き
な
い
か
。

副
市
長

副
市
長　

本
来
国
が
責
任
を
負
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。

・平成 30 年７月豪雨災害につ 
　いて
・会計年度任用職員制度の導入 
　について
・子育て世帯の負担軽減につい 
　て

答弁：

市に相談に来られた
方の記録以外は、
把握していない

災害の全ての記録は災
害対策・復興の指針と
なり必要ではないか

特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て

平
松
平
松　

市
の
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。
ま

た
相
談
件
数
は
。

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

県
へ
の
相
談
件
数
は

平
成
30
年
度
は
33
件
だ
っ
た
。
市
の
窓

口
は
市
民
課
で
、
相
談
件
数
は
年
間
約

10
件
で
あ
る
。

平
松
平
松　

被
害
件
数
、
被
害
額
、
詐
欺
の

内
容
、
市
民
へ
の
伝
達
手
段
は
。

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長　

市
内
の
特
殊
詐
欺
被

害
の
認
知
件
数
は
平
成
28
年
度
か
ら
30

年
度
は
０
件
、
本
年
は
１
件
で
被
害
額

は
１
３
０
５
万
円
で
あ
っ
た
。
市
か
ら

の
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

核
兵
器
禁
止
に
つ
い
て

平
松
平
松　

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催
を
行

う
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長
市
長　

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
松
平
松　

平
和
首
長
会
議
に
参
加
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長
市
長　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
え
ば
参
加

す
る
。

平
松
平
松　

市
内
行
政
機
関
の
窓
口
に
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
署
名
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
。

市
長
市
長　

市
民
を
代
表
し
て
私
が
署
名
し

て
い
る
の
で
、
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

平
松
平
松　

核
兵
器
禁
止
条
約
締
結
に
向
け

て
国
へ
要
請
を
行
う
べ
き
。

市
長
市
長　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
行
っ
て
い

る
。

防犯機能付き電話機の
補助制度を創設できな
いか

答弁：

有効な手段と考え
られる。令和２年
度予算で前向き
に検討したい

・特殊詐欺から市民を守る施策 
　について
・核兵器禁止へより一層の取り 
　組みを

学
童
保
育
の
利
用
料
の 

引
き
上
げ
に
つ
い
て

宮
田
宮
田　

慢
性
的
な
支
援
員
不
足
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

現
在
直
営
の
学
童
保

育
で
は
３
名
不
足
し
て
い
る
。
来
年
度

は
さ
ら
に
不
足
す
る
状
況
に
あ
り
、
維

持
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

宮
田
宮
田　

支
援
員
の
処
遇
改
善
と
は
ど
の

よ
う
な
内
容
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

賃
金
を
保
育
士
並
み

に
引
上
げ
る
と
と
も
に
、
各
学
童
保
育

を
巡
回
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
を
行

う
人
材
を
１
名
配
置
す
る
。

宮
田
宮
田　

支
援
員
の
勤
務
は
平
日
午
後
の

４
時
間
程
度
な
の
で
人
材
が
限
ら
れ

る
。
工
夫
し
て
１
日
働
け
る
よ
う
に
す

れ
ば
幅
広
く
募
集
で
き
る
の
で
は
。

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長　

午
前
中
は
他
の
部
門

で
働
き
、
午
後
か
ら
学
童
保
育
で
働
く

こ
と
も
考
え
た
い
。

宮
田
宮
田　

幼
児
教
育
や
保
育
の
無
償
化
な

ど
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
処
遇
改
善
は
理
解

す
る
が
、
負
担
を
保
護
者
に
求
め
る
の

は
間
違
い
で
は
な
い
か
。

市
長
市
長　

国
が
示
し
て
い
る
目
安
は
、
公

費
負
担
が
50
％
で
利
用
者
負
担
が
50
％

で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
は
引
き
上
げ
ら
れ

な
い
の
で
、
利
用
者
負
担
と
し
て
許

容
で
き
る
で
あ
ろ
う
５
４
０
０
円
と
し

た
。
負
担
率
は
約
24
％
で
あ
る
。
市
と

し
て
学
童
保
育
支
援
員
の
確
保
に
本
当

に
苦
労
し
て
い
る
事
を
理
解
し
て
ほ
し

い
。

・高梁市地域公共交通網形成 
　計画について
・高梁市文化センターの指定 
　管理について
・学童保育について

答弁：

学童保育を守
るために理解
してほしい

学童保育利用者に負担
を求めるのは間違いだ

石部 　誠議員森上 昌生議員

宮田 好夫議員 平松 賢司議員

（＊）社人研…	国立社会保障・人口問題研究所の略。
	 人口調査などさまざまな動態調査を行っている厚生労働省の研究所。


